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研究成果の概要（和文）：電子図書館システム，Web 検索システムなどを利用者がどのように

考えて利用しているかを，利用記録，ビデオ映像での様子，インタビューなどを通して明らか

にした．その結果，利用者の意図が明らかになり，特に検索の履歴を活用することの有効

性が示された．そこで，検索履歴を活用できる論文検索システムと Web 検索システムを作

成し，評価を行なった．論文検索システムは，機関リポジトリ横断検索システムとして実

験的に公開し，一般利用者に利用してもらった． 
  
研究成果の概要（英文）：About what the user thought when a system, for example, the 
digital library system or the Web search engine was used was clarified by using the use 
record, the video image, and the interview. As a result, the user's intention was clarified, 
and the effectiveness of the use of the search history was shown. Then, the thesis search 
engine and the Web search engine that was able to use the search history were constructed, 
and evaluated. The thesis search engine was experimentally opened to the public as 
integrated retrieval system for institutional repositories, and used by a general user. 
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１．研究開始当初の背景 

申請当時，様々な機関で貴重な情報資源が
組織化され，これらを共有し活用するための
研究が盛んに行なわれるようになってきた．

特に，博物館の物資料，史料館の歴史史料，
図書館の図書といった異種情報資源を統一
的に扱う手法への期待は大きい．しかしなが
ら，現在公開されているシステムは，利用者
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の使い勝手があまり考慮されていない．例え
ば，国文学研究資料館の安永らを中心とした
グループが推し進める代表的な資源共有化
プロジェクトでは Dublin Core の項目をそ
のまま検索項目としており，「情報資源識別
子」などの特定の利用者しか利用しない検索
項目も提示される．また，「タイトル」と「主
題」のように，複数の項目を横断的に検索し
たいという要求や，逆に，同じ「日付」であ
っても，原本と写本の作成日を区別したいと
いう要求があっても，これを実現する項目は
存在しない．そのため，利用者は自分の要求
にあった検索項目の粒度や組合せを指定で
きず，必要な情報を入手する際の手間が大き
い．特に資源共有システムでは，多様な情報
資源を横断的に扱うため，利用者が意図する
検索要求にあった検索項目を適切に提示す
ることは難しい． 
このような問題が起こる要因の 1 つは，

システム設計者の視点でシステムが構築さ
れており，利用者の視点が考慮されていない
ことにあると考えられる．そこで，本研究で
は利用者の視点をシステム設計に反映させ
ることにより，利用者に最適な情報アクセス
手法を提供できるのではないかと考えた． 

利用者視点の研究は，利用者行動の研究領
域で行われてきた．この領域では，OPAC の
改良を目的としたログ分析による調査が盛
んに行なわれている．しかし，ログ分析によ
る調査で獲得できる情報は，利用した検索語
とその入力先の検索項目の情報のみと限ら
れており，個々の利用者の検索意図を十分に
抽出したとは言えない．これに対して，本研
究が行なう調査は利用者の検索プロセスを
詳細に追い，各プロセスにおける利用者の意
図をインタビュー等を通して聞き出すもの
である．このような観察による質的調査はま
だ例が少ない上に，直接システムの改善につ
ながっているものはほとんどない．本研究は，
利用者の意図をシステムに組み込むことを
前提として，このような観察による調査を行
なおうとする野心的な試みである. 

 
２．研究の目的 
背景で述べたように情報資源へのアクセ

スが最適化されない原因の 1 つは，システ
ム設計者の視点でシステムが構築されてお
り，利用者の視点が考慮されていないことに
あると考えた．そこで，本研究では利用者の
視点をシステム設計に反映させることによ
り，利用者に最適な情報アクセス手法を提供
するシステムを構築することを目的とする．
具体的には，検索項目の粒度とその組合せ方
に焦点を絞り，次の 2 点について明らかに
することを目的とした． 

 
(1)利用者の求める検索項目の粒度と組合せ

方の抽出 
利用者の検索プロセスで，検索項目の選択

や検索語の組合わせ方などは人によって異
なり，その意図も様々である．例えば，「紀
貫之の編集した勅撰和歌集」を探すという課
題に対して，「紀貫之」という語を「著者」
の項目に入力する利用者もいれば，全項目を
横断検索する項目に入力する利用者もいる．
また，後者であっても，必ずしも全項目での
検索を意図している訳ではなく，「著者」と
「編者」だけを考えて入力している場合や，
「主題」や「記述」を対象に検索しようとし
ている場合もあり，想定している項目も人に
よって異なる．本研究では，検索実験とイン
タビューによる利用者要求調査を行ない，こ
のような検索項目に関わる検索プロセスと
その意図を明らかにする． 

 
(2)利用者毎に最適な検索項目の粒度，組合せ
方を提供するシステムの構築 

利用者要求調査から得られた検索項目の
粒度と組合せ方をユーザプロファイルとし
て定式化し，これに基づいて最適なアクセス
インタフェースを提供するシステムを構築
する．ユーザプロファイルの形とその提供方
法は，単純な検索項目を列挙し利用者が選択
する方式から，複雑な検索式を反映した項目
を 含みシステムが利用者の状況に合わせて
自動的に提示する方式まで様々なレベルが
考えられる．本研究では，このようなユーザ
プロファイルの内容と保持の仕組み，システ
ムが提供する方式に関する検討を行ない，実
際にシステムを構築する． 
 
３．研究の方法 
(1)既に実施した文化情報資源横断検索シス
テムに対する利用者実験の結果を分析する．
分析は，利用者毎・検索要求毎に特徴を捉え
る．対象データは，実験協力者 8名の検索時
のビデオ，検索ログである．また，各協力者
が行なった検索課題は 3つである．まず，検
索ログから，使用した検索ツール，使用した
検索エレメントを抽出する．次に，ビデオ映
像から発話思考法による発話データを書き
起こし，ログから得られた情報と対応付ける．
これにより，各検索エレメントの使用方法と
検索キーワードの特徴を抽出し，これらを組
み合わせることによって検索プロセスの類
型化を試みる． 
 

(2)同様に異種情報資源を扱うシステムとし
て，筑波大学附属図書館の電子図書館システ
ムを対象として利用者実験を行なう．この実
験では，発話思考法に加え，アイマークレコ
ーダを用いて視線データの抽出も行ない，よ
り詳細な利用者の探索行動を得られるかど
うかについても検証する．この実験で設定す



る課題は 1つとするが，図書館館内にて実際
の書架の利用も許可した状況を設定する．こ
れはより自然な環境での利用者の行動を見
るためである．発話の分析は(1)と同様であ
るが，これに視線のデータを同期させる．こ
れによって，画面上の視線の動きと発話を連
動させ，利用者の意図を正確に読み取ること
を試みる． 
 
(3)人文科学研究論文に記述された資料間の
関連を分析し，利用者としての研究者の視点
からの資料構成方法を検討する．対象は，日
本文学研究領域とし，東京大学国語国文学会
編「国語と国文学」に掲載された論文をとり
あげる．これらの論文中から複数の資料を関
連付けている箇所を手作業で抜き出し，資料
同士の関連を抽出する．次に，それらの関連
を分析し類型化する．これによって日本文学
研究において研究者が資料をどのように関
連付けて論述しているのかを明らかにする． 

 
(4)機関リポジトリ横断検索システムを対象
として，特に履歴情報に着目した利用者実験
を行なう．具体的には，過去に自分が検索し
たテーマに関連するテーマと過去に他の利
用者が検索したテーマの 2つの検索課題を設
定した発話思考法により検索プロセスを調
査する．本システムには，過去の自分と他の
利用者の検索を提示する機能があり，このよ
うな機能が検索プロセスに与える影響を分
析する．履歴を蓄積するために，実験協力者
には約 1年間システムを利用してもらい，そ
の間に 3回の検索実験を行なう．最初の 2回
の実験は検索履歴の蓄積を目的としたもの
で，これを基にした 3回目の実験で履歴活用
行動を取得する．発話の分析は(1)と同様に
行なう．特に，2 つの課題の違いによる検索
プロセスの違いを明らかにし，履歴活用の利
用者要求を明らかにする． 
 
(5)さらに利用者の履歴情報の活用要求を明
らかにするために，履歴を活用した Web 検索
支援システムを実装し，利用者実験と評価を
行なう．本システムは，クエリの履歴情報と
その補助情報として検索結果の重複度合い
を提示する．本実験では，課題を 2 つ与え，
履歴を提示するシステムとしないシステム
の両方を利用してもらい，検索効率と試行錯
誤のしやすさという視点での利用者要求を
評価する．  
 
４．研究成果 
(1)文化情報資源の横断検索システムに対す
る利用者の情報探索行動の分析を行ない，利
用者の探索行動の一部を明らかにした．具体
的には，利用者毎・検索要求毎に特徴を分析
し，検索エレメントの使用方法と検索キーワ

ードの特徴を抽出できた．また，検索プロセ
スの類型化を試みたところ，「ターゲットの
確認」，「試行錯誤」，「裏付け」といった要素
があり，これらが利用者毎に繰り返され，全
体のプロセスを作り上げていることが明ら
かとなった．これらのプロセスは，利用者毎
の違いよりも課題毎の違いが大きいことも
示した． 
 
(2)筑波大学附属図書館の電子図書館システ
ムを対象とした利用者実験により，利用者の
探索行動を明らかにした．実験協力者は 16
名の学生と 4 名の図書館員であった．特に，
利用者の視線に着目した Web探索行動の分析
を行ない，より詳細に利用者の探索行動を捉
えられた．利用者は良く知っているところで
は視線が停留し，なじみのないところでは視
線が複雑に動くことが観察され，これらは広
く一般的に見られる傾向であることが分か
った． 
 
(3)人文科学における資料間の関係分析では，
東京大学国語国文学会編「国語と国文学」に
掲載された 9本の論文を分析した．その結果，
抽出された関連は 6種類 170 個となった．こ
れらの関連を分析したところ，「相似」「相違」
「共通」「影響」「その他」および「組み合わ
せ」の大きく 6つに類型化できた．これによ
って，人文科学研究において複数の資料を用
いる際の観点は，ある程度形式化できること
が明らかとなり，これをもとにした資料提供
システムの設計が可能となった 
 
(4)機関リポジトリ横断検索システムに対し
て情報探索行動に関する実験と評価を行な
った．実験協力者は，22 歳〜25 歳の合計 10
名であった．その結果，他人の履歴を参照す
る行動が多く見られた．特に，自分が良く知
らないテーマに関しては自分の履歴よりも
他人の履歴を重視する傾向がみられ，履歴を
共有する効果が現れた．ビデオによって行動
と発話を分析したところ，他の利用者の検索
プロセスを有効に利用して適切な情報へた
どり着く様子がみられ，検索プロセス共有の
有用性が示された．また，検索結果の色分け，
検索画面の遷移，関連検索条件の定義などに
ついての活用方法が明らかとなった．これら
を元に，システムを改良・実装し，機関リポ
ジトリ横断検索サービスとして試験運用公
開した． 
 
(5)クエリ履歴および検索結果の重複表示を
行なう Web 検索支援システムを構築し，評価
を行なった．その結果，通常の検索システム
と比べると，検索クエリを多く入力し，試行
錯誤することが観察された．しかし，その一
方で，検索結果数には大きな違いは無く，検



索の効率には影響がなかった．以上の結果か
ら，履歴が重要な役割を果たす一方で，その
適切な利用にはインタフェースの改良が必
要であることが明らかとなった． 
 
(6)以上(1)(2)で抽出した利用者の要求は一
定の類型化が可能となった．しかし，システ
ム化の観点からは十分な実装までには至ら
なかった．これは，利用者の検索要求の複雑
さと個人依存度が大きいことに起因すると
思われる．また，(3)に見るように，資料側
を構造化するための分析も進めたが，文学の
資料だけでも十分複雑すぎるため，さらなる
分析と類型化をすすめていく必要がある． 

一方，(4)(5)に見るように利用者要求の要
素のうち履歴情報の活用は非常に重要な要
素であることが分かった．この点に着目する
と，システム化の方策が明らかとなり，２つ
のシステムを実装し，評価することができた．
特に，機関リポジトリ横断検索システムは，
実験的ではあるが一般ユーザに公開し運用
できたインパクトは大きい．これらのシステ
ムを用いて焦点を絞った実験により，履歴活
用手法の効果を得ることができるようにな
った．今後の展開は，履歴に特化した検索行
動に対して引き続き利用者調査を行ない，適
切な履歴提示方法を検討するとともに，複数
利用者間で履歴を有効活用するための蓄
積・共有の方法について明らかにしていくこ
とである． 
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